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一現代用語をキーワードにした「日本事Ｉ情」
札野寛子
Ｉはじめに
－体「日本事情」という授業の目的あるいはその意義とは何なのだろうか。－部機関ではもう
４，５０年も実践されてきた「日本語教育」という言葉でさえ，最近になってようやく一般の人灸に
理解され始めたばかりである。「曰本語教育」なら，字面から「とにかく日本語を教えることだろ
う」と予想もつくが，「日本事情」となると暖昧模糊としてよくわからない。それなのに，現在では
全国のほとんどの国立大学に「日本語・日本事情」担当専任教官のポストが設けられ，「日本事情」
という科目の目標が定義されぬまま，「外国人は日本にいるのなら曰本文化を理解することが必要
だ」程度の認識のもと，現実には留学生向けに卒業のための必修科目として開講されている。大学
での履修科目を統括している文部省の大学学術局長が，昭和37年４月にこの科目を設置するように
国公私立大学長へ出した通知文書にさえ以下の程度の規定しかない。
外国人留学生の一般教育履修の特例について
昭和37年４月18日,文部省令第21号をもって大学設置基準（昭和31年10月22日文部省令第28号）
の一部を改正する省令が，別紙のとおり公布施行され，外国人留学生の一般教育等の履修につ
いて特例が設けられました．関係各大学におかれましては，下記事項を御留意のうえ，遺漏の
ないようお取り計らい願います．
記
１制定の趣旨（省略）
２適用の範囲（省略）
３特例による科目開設に当たっての留意事項
(1)日本語科目および日本事情に関する科目（以下曰本語科目等という）を置き，これを開設
する場合，いくつかの授業科目に分けて実施することができるものとする．たとえば，日本事
情に関する科目としては，一般日本事情，日本の歴史および文化，日本の政治，経済，日本の
自然，曰本の科学技術，といったものが考えられる．（以下省略）
（豊田l988ppl8-9より再掲）
つまるところ「日本事情」で取り上げる内容は，「日本に関することならなんでもよい」といっても
過言ではないようであるが，現実には少なくとも金本（1988,ｐ､２）が「曰本事情』は「学習者に
“異文化としての日本文化を学習する機会を与える科目，，として捉えることができる」と言うよう
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に，おおよその暗黙の了解として，「留学生が日本を正しく理解することを促進するための授業で
ある」ということに異論はあるまい。ただし，このような状況から判断して，この目的へのアプ
ローチに関しての采配は，現在のところ担当教員にまかされているというところであろうか。
Ⅱ現代用語をキーワードにした曰本事Ｉ情講座
Ⅱ－１授業方針
筆者は平成４年度に初めて「曰本事情」講座を担当することとなり，あらためて「日本事情」の
学習目標を考える機会を得た。その授業を計画する際に参考となったのが，前年度（平成３年度）
担当していた教養部の「日本語」講座での経験であった。この「曰本語」講座受講者は，「曰本事
情」受講対象と同じ教養部1年生留学生で，この学生たちはすでに日本語能力試験１級程度の日本
語能力は有すると見なされて入学を許可された学生である。したがって，「日本語」の授業では，単
にある教材を読んで表現を覚えていくタイプの授業から－歩進んで，もう少し学生たちを自主的に
学習に参加させることをねらいとし，「日本語でのある作業を通してコミュニケーション技能を養
う」ことを授業の目標とした。具体的には，環境問題を中心テーマにとりあげて，学生たちに日本
人を対象としてのアンケートまたはインタビューによる調査をさせ，その結果の口頭発表とレポー
ト作成をさせた。学生たちは「大変だった」と少々息切れ気味ではあったが，かなりよくまとまっ
たレポートを作成することができた。しかしこの作業の中で再認識させられたことは，留学生たち
は曰本語による大学での学業を遂行するに足る日本語能力はどうにか満たしているが，日本人なら
常識としてだれでも知っているというようなことわざやあるきまった曰本語表現，そしてまだ一般
国語辞書には取り上げられていない新しい事象を説明するための表現に関する知識が不足している
ということであった．確かにこのような表現は，日常会話技能の習得とは異なり，単語と文字どお
りの意味を結びつけるだけではなく，その裏にある文化背景やものの見方，社会現象を理解しなけ
ればならないものである。そこで，新年度授業開始にあたり，このような表現こそ「曰本事情」の
学習に有用な題材であろうと考え，たどりついたのが以下に報告する「現代用語をキーワードにし
た曰本事情講座」である。
まず，この新しい試糸の実施に際して，「現代用語をキーワードに用いて日本の社会，文化を理解
する」という学習目標を掲げ，以下のような授業方針を立ててふた。
（１）対象とする現代用語は専門的なものは避け，一般の入念が，日常生活の中での新たな社会現
象や概念などを説明する表現としてｊテレビや雑誌，新聞などで日常接するような表現を取
り上げる。
（２）(1)に加えて，現代用語と呼ぶにはあたらない「ことわざ」や「いい回し」でも，日本の社会
や，文化を理解する上で役に立つ表現も取り上げる。
（３）よくある「日本文化論」のような抽象論ではなく，普通一般の日本人の考え方や行動を理解
するための具体的なレベルでの話題を中心とする。
（４）日本人は決して欠点のない完壁な民族ではなく，多くの間違いも犯し多くの矛盾を抱えてい
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る。このような面も，必要であれば包糸隠さず話題とし，「曰本」を良い面，悪い面両面でと
らえるようにつとめる。
(5)上記のような表現や話題の学習を通して，留学生たちに日本人学生や社会人との接触の機会
を増やし，毎曰の会話の話題を広げてほしい。
Ⅱ－２授業の実施
この「現代用語をキーワードにした曰本事情講座」は，平成４年度入学の教養部外国人留学生
（１年生）１０名（マレーシア５名，インドネシア２名，中国，台湾，ニュージーランド各１名：男
子７名，女子３名）を対象に，４月から７月中旬までの前期の毎週火曜曰の５限目に実施された。
授業では，毎回ひとつのテーマを取り上げ，教師が事前（第１回目の授業）に紹介したそのテー
マに関わる基本用語について，発表担当学生２名がそれらの意味や関連したことがらを中心にいろ
いろな資料を当たり，授業時間に発表を行った。発表後，教師が不足の点について補足説明をした
上で，その日のテーマに関して各学生から意見を求めたり，各国の状況を比較しあうディスカッ
ションへと移った。このような活動を始めるにあたって，第１回目の授業で，実際の授業の実施方
法を説明し発表担当者を決定した後，全員で大学図書館（教養部）へ移動し，参考資料として「現
代用語の基礎知識』『イミダス」「知恵蔵」などが利用できることを紹介した。
今回の授業で取り上げたテーマと基本用語は以下のようである。
〈授業のテーマと取り上げた用語〉
１結婚（結婚しないかもしれない症候群，３高，成田離婚，バツイチ）
２教育（偏差値，センター試験，生涯学習，登校拒否，いじめ）
３住宅（３ＤＫ，ワンルームマンション，単身赴任，二世帯住宅，地上げ屋）
４職業（３Ｋ，フリーター，アルバイター，とらぱ－ゆ，ＤＯＤＡ，コンパニオン）
５家族（核家族，ＤＩＮＫＳ，共働き，スープのさめない距離，顕微受精）
６高齢化社会（寝たきり老人，ボケ，1人暮らし老人，老人へルパー，高齢化社会）
７（女）`性問題（育児休業法，売春，ＡＩＤＳ，セクハラ，ダイヤルＱ２）
８政治（サミット，曰本たたき，非核三原則*，ＰＫＯ，ＯＤＡ，牛歩戦術）
９経済（曰本車規制*，米国製自動車部品輸入拡大*，下請け，環境対策*）
１０スポーツ（日本オリンピック委員会*，Ｊリーグ，プロ野球，セ／パリーグ，ゴルフ会員
券）
（*の用語は，学生が自主的に調べてきた用語）
上記の基本用語の他に，授業での話の展開につれて，以下のような表現も当日その場で追加し，
教師が説明を加えた。
１結婚（子はかすがい）
２教育（学校５曰制，指導要領，進学率）
３住宅（同居／別居，ミンポー（＝民事暴力介入)）
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４職業（職業病，出稼ぎ，時給）
５家族（長男・長女，次男・次女，……末っ子，一人っ子，ベビーシッター）
６高齢化社会（定年）
７（女）`性問題（国籍問題，離婚）
８政治（なし）
９経済（なし）
１０スポーツ（高校野球，甲子園，接待ゴルフ，財テク）
この授業では学期末課題として，授業で取り上げたテーマの中から自分の好きなテーマをひとつ
選び，授業中に行われたディスカッションやそれ以外でのさまざまな関連情報をもとに，自分の出
身国と日本の状況についての比較を行った課題レポート（レポート用紙３～４枚）作成を求めた。
Ⅱ－３学生の反応，感想
今回のような授業は初めての試糸であったので，学生たちの反応は大変気になるところである。
そこで学期末にアンケートによる授業評価を実施した。このアンケートは各自持ち帰って記入して
もらい，無記名とした。実際に提出したのは10名中８名であった。
１前期に取り上げたトピックについて評価をしてください．（）は，おもなキーワードの
例です．
おもしろかったもの，日本社会理解に役に立ったと思うもの○
ぜんぜんおもしろくなかったもの，つまらなかったもの×
まあまあおもしろかったもの △
（）結婚（結婚しないかもしれない症候群，３高，成田離婚，パツイチ）
（）教育（偏差値，センター試験，生涯学習，登校拒否，いじめ）
● ● ●
● ● ●
８名の採点結果を○＝２点，△＝１点，×＝0点として数値に換算して人気の高かった順に並べ
たのが表１である。
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表１人気の高かったテーマ
(満足度＝得点/16(全員が○とつけた場合の得点)xlOO）
平均満足度65.6％
この順位を見て気がつくことは，学生たちが，「日本社会」として大きな視点からの理解が必要と
なる社会問題や，政治・経済の問題よりも，ひとりひとりの曰本人が毎日の生活を送っていく上で
遭遇するような問題の方により強い関心を示していることであり，奇しくも最初に立てた授業方針
に沿う結果となった。これは，もちろん教員の側に，どのようなテーマを取り扱う際にも，意図的
にこのような点に注目してディスカッションを進めようとした姿勢によるものかもしれないが，と
もあれ学生に教員側の意図が伝わったものと思われ満足できる結果であった。
２上記のトピックの他に，どのようなトピックについて勉強したいと思いますか。
今回の授業で取り上げたテーマは，時間の都合上，教師の側で選択したものであったので，今後
この形式での授業を継続していくなら，やはり学生の側からの意見に耳を傾げ，彼らの興味を持つ
分野についての傾向を知り，今後取り上げるテーマについて取捨選択をすることが不可欠である。
今年度の学生からは，以下のような要望があった。（学生の回答については，誤字，脱字も原文のま
ま記載する｡）
＊道徳的や宗教的な曰本人の考え方
＊曰本の文化とか例えば，日本のまつりとか曰本の習J慣とか，ときどき日本についてのビデ
オを見るとかということなどがおもしろいと思う。
＊曰本の国際関係と若者を使っている言葉（流行語）など
＊青春の問題
＊日本人は外国人のイメージがどう思うですか。
＊外国人または留学生から見た曰本
＊産業
＊日本語の方言
－６３－
l頂位テーマ 得点満足度(％）
ｌ家族１５９３．８
２結婚１４８７．５
３教育１２７５．０
(女)'性問題１２７５．０
５職業１０６２．５
６住宅９５６．３
スポーツ９５６．３
８高齢化社会８５０．０
政治８５０．０
経済８５０．０
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これらの要望を見て承ると，かなり抽象的な表現のためにいま－つ具体的なテーマに結び付かない
要望もあるが，今回の回答全体の傾向を探ると，
(1)
(2)
(3)
(4)
日本人の精神文化面についての理解（道徳心，宗教，祭，習慣）
若者文化（流行語などの具体例から彼らの抱える問題意識）
日本人から見た外国人，外国人から見た日本や日本人
その他（方言，産業）
の４分野にまとめることができよう。前項の回答結果と照らし合わせると，やはり留学生たちが日
本の社会構造理解より，その社会を作り上げている「曰本人」の意識や考え方にまず強い関心を
持っていることが窺える。
３自分が担当した発表の準備をすることは大変でしたか。どのようなことが大変でしたか。
８名の回答者の中で，「良い本をZAつければやさしいと思う｡」と答えたのはただ１名で，他の７
名は一様に「大変であった｡」と答えている。特に何が大変であったかについては，参考資料が一般
曰本人向けに書かれた屯の中心であったために，その資料の記述に使われている漢字の読糸方やそ
の意味がわからなくて説明を理解することが難しかったことと，他の学生の前に立って発表をする
ことについての技術不足の問題（発表に使うべき表現を知らない，話をまとめる力がないなど）や
精神的負担があったことを挙げていた。
４前期の授業方法（学生２人のグループによる現代用語についての発表）のよかった点，改
善するとよい点を考えてください。
先述のように，この授業で中心となる活動は，当日の担当学生２名による基本用語の意味とそれ
に関連したことがらについての口頭発表である。このような学習活動はほとんどの学生たちにとっ
ては未経験でかなり大変であったらしいが，その発表を２人組承にしたことについて，いろいろな
声が聴かれた。
＊よかった点は助け合うことができたことです。
＊よかった点としては２人のグループだから，互に話し合わなければならないので，相手に
対し，友達にならなければならないのです。
＊協力することができると思います。
＊分担するできてよかった。
やはり，日本語の能力そのものにいま－つ自信を持てない段階で，過去に行ったことのないロ頭発
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表をする，しかもその内容について自分で調査しなければならないというのは，この授業が，留学
生たちが金沢大学に入学して最初に受講する授業のひとつであることを考慮すると，かなり負担の
大きい学習活動であるのだろう。それが，一緒に課題に取り組めるパートナーがもう一人いること
でかなり助けになったものと思われる。とはいえ，回答の中には，「改善するとよい点は，本格的に
相手と話し合ったらよかったのに，実はできなかったです｡」「二人同じ題名（theｍｅ）に興味をも
つ人が－グループにしたほうがよい。（二人の間で相談できるように｡)｣，というように，その学生
の組糸合わせについて問題がある場合に，ふたりの間でのコミュニケーションが少なかったという
反省の声も聴かれた。ふたりの組糸合せについては，第１時間目に各テーマについて二名ずつ希望
者を募り，ひとり２テーマに割り当てを行った。すなわち，ひとりの学生は異なる学生と組んで２
回発表を担当したことになる。割り当てに際しては，できる限り各学生が興味のあるテーマを担当
できるように配慮したが，ある学生が「改善するとよい点はあまり自由にテーマを選ぶことができ
ないことです｡」と述べているように，テーマの選択について学生の意見を聞けなかったために，大
して関心のないことがらを担当することになり，あまり積極的に発表の準備に取り組まなかった学
生がいたのかもしれない。この点については，取り上げるテーマの選択方法を中心にもう少し検討
すべき課題である。
発表後のディスカッションについては，特に取り上げて質問を設定しなかったためにこの方法に
よる学習への言及はなかった。
５学期末のレポートはむずかしかったですか。何がむずかしかったですか。
学期末に課したレポート課題「好きなテーマについての日本と自分の国での現状比較」に，受講
学生たちが取り上げたテーマは，結婚観，教育制度，住宅の構造，スポーツ（日本のプロ野球人気
ｖｓマレーシアのセパタクロ人気）などで，それぞれの出身国と曰本の現状をおもしろい視点で比
較してあった。
この課題についての難易度を問う質問では，８名中６名が「あまりむずかしくなかった｡」と答え
ており，そのうちの１名は「わりとそんなにむずかしくなかったです。たぶん自分が好きのテーマ
を選んだ（からだ）と思います｡」と付け加えている。一方，むずかしかったと答えた２名は，「自
分で選んだ表現や言葉が日本語で言えるかどうかを判断することがむずかしいです｡」「書くのは得
意ではないから書きにくく，まとめにくい｡」と，自分たちの曰本語能力の不足を原因として挙げて
いる。
６この授業でどのようなことを学んだと思いますか。
この質問へはほとんどの学生から，「日本人の習慣や考え方を学んだ｡」「曰本の現在のすがたを
とらえるために役立つと思う｡」「日本のことについて一層理解できた｡」などの回答を得た。さらに
中には，「先生が紹介された現代用語と言う本を使って，全体的な曰本の社会が誰でもきかずにわ
6５－
留学生教育センター紀要
かるようになったのはこの授業を受けて学んだと思います。（原文のまま)」という日本理解のため
の手段を学んだことに言及する学生もいた。
７あなたは，この授業で前期の授業目標「現代用語をキーワードに用いて日本の社会，文化
を理解する」は達成できたと思いますか。
このような授業はまったく初めての取り組糸であったために，学生の満足度は気になるところで
ある。この点について，最初に掲げた授業目標はどの程度達成できたかという観点から学生に質問
してふたところ，次のような結果を得た。
＊たくさん知らないことは知られるようになった。
＊ある程度で現代用語をキーワードに用いて日本の社会，文化を理解できたと思います。
＊このキーワードは私の考えはまだ達成した。今までこのことをあまり理解できません。
＊はい，達成できたと思いますけど，全部でなく，ほとんど達成できたと思います。まあ，
あたりまえですよね。
＊ある程度は達成できたと思います．
＊できた。（100％ではないけれど）
＊わからないことがたくさんあったし，はじめて発表したことがあったので，あまり達成で
きなかったと思います。
＊あまり使わないので，あまり達成できていないと思う。
このように，８名中６名（75％）は，完壁とはいかないけれどもかなりのレベルで目標を達成した
と評価している。７５％という数字は，受講者数が少ないのであまり参考にはならないが，それでも
3／４の受講者が目標達成できたということは，授業担当者としてはうれしい結果である。
一方，目標が達成できなかったと言った２名の挙げた「目標達成できなかった理由」を再検討し
てふると，そこに隠されている問題点は，やはり口頭発表を中心とした授業の進め方と，学生が興
味を持てるテーマの選択に集約されると思われる。授業の進め方については，継続的な検討が必要
であり，テーマの選択については，留学生の意識調査などのテーマを参考にしたり，曰常のコミュ
ニケーションを通して留学生の関心事を分析していく努力が重要であると思われる。
Ⅱ－４今後の課題
以上のように，アンケートによる新しい試みに対しての学生からの反応を分析することにより，
今後の「日本事情」授業実施への多くの示唆を得ることができた。
このような現代用語を取り入れた授業を今後も継続して行う際に検討が必要な項目のひとつは，
取り上げるテーマの問題である。今回教員の側で選んだテーマは，「日常レベルでの日本人の生活
上の問題や考え方に注目する」という授業方針にもとづいたものであったが，今学期の授業では学
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生の各テーマへの満足度も高く，この授業方針は学生たちに好意的に受け入れられたものと思われ
る。しかし質問２にあるように，宗教心や道徳観念など曰本人の精神構造，受講生たちと同年代の
日本人の若者文化や問題意識，あるいは日本人の外国人観など，まだ他にも留学生たちが興味，関
心を持つ問題は多いと推測できる。より関心の高いテーマを取り上げ，留学生の興味を授業に反映
させることが，授業に対し積極的に参加する意欲をかきたて，曰本社会，文化への理解を助長する
であろうことは疑いはない。また，それがとりもなおさず「曰本事情」という講座の本来の目的を
達成することに通ずると思われる。それだけに取り上げるテーマの選択はこの授業の成否にかかる
大きな課題である。したがって今後もこのような授業を実施する場合には，学生による授業評価や
学生たちとの曰常のコミュニケーションから学生の声を拾うことにより，常に留学生たちの視点か
ら日本あるいは日本人とは何かを捉えようとする問題意識を持つことが必要であると，このアン
ケート調査を通じて実感した。
第二の検討課題は授業の運営方法である。今回は毎回２名の学生による発表を中心に授業を進め
たが，この方法にはいろいろな問題があった。毎回の発表は，質問３にもあったように，日本語能
力の不足と発表技術の未熟さのため発表する学生にとってかなり負担があった。またそれを聞く他
の学生にとってもあまり要領を得ない発表に興味を失い，授業の時間が必ずしも有効に使われてい
なかったことも問題である。これらの点についての改善案として，特定の学生に全部の用語に関し
て発表させるのでなく，１～２名にキーワードひとつ程度，すべての学生に調べてくる用語を割り
当てて毎回全員が授業に参加できるような形式に変更することが考えられる。こうすることで発表
のための精神的負担も減り，－層積極的に授業に参加させることができるだろう。また，他の学生
が発表している時間にその発表に注目させるために，授業で取り上げる用語について発表する学生
の説明を聞き，その意味をノートに書きとらせ，学期末に用語集として提出させることも授業への
集中度を高めるために良い方法かもしれない。さらに，他の日本語授業を行っている教官と協力し
て，口頭発表のための表現の学習を授業に組糸込むなどして発表技術を研くことも，留学生への指
導として重要な事項であろう。
もう一つの課題は授業で用いることができる適当な教材や参考資料の不足の問題である。残念な
がら，現在のところ外国人向けに「現代用語」をわかりやすく説明をした資料などあまり見あたら
ない。今回は日本人向けに書かれた「現代用語の基礎知識」や「イミダス」「知恵蔵」などを参考文
献として推奨したが，これは日本語を学習して１～２年程度の留学生には，予想以上にかなり難解
であったようである。教材の問題は，「曰本事情」担当者には大きなジレンマである。実は，このよ
うな現代用語をキーワードにした授業を計画する際に，何かよい教材や参考資料はないものか，市
販されている「日本事情」用教科書数冊に目を通してふた。しかし，それらの多くは留学生の曰本
語能力を考慮して書かれた一般日本語の読解教科書の延長的なものであり，題材は日本の文化や社
会問題をとりあげていても，必ずしも「生」の曰本事情が伝わってこないものであった。中には日
本の実態に近い姿を伝えようとするものもあったが，そういうものに限って英文で書かれており，
受講生の大半がアジア人である金沢大学の場合には適切でないと思われた。このように「生」の日
本人の姿を題材にしようという授業では，適切な教材というのはなかなか見あたらない。もちろ
6７
留学生教育センター紀要
ん，教科書や参考資料はなくても，教室の外で留学生の学習を助けてくれる日本人学生チューター
などの協力を得れば，『現代用語の基礎知識」などの資料をもっと活用できたのかもしれない。ま
た，教科書などがない分，話題選択の幅が広がり，今回の授業ではＰＫＯの問題やオリンピックの
話題など時事`性の高いトピックを取り上げることができたという利点もあった。さらに「嫁姑問
題」や「成田離婚｣，あるいは「いじめ」などふつうの教科書では到底扱いそうもない話題も取り上
げ，かなり赤裸念に曰本人社会の実態に光を当てることができ，この点でも最初の授業方針はかな
り貫くことができたと確信している。このように教材，参考資料の選択という問題は，授業の達成
すべき目標や授業方針に大きく左右される問題であるから，今後も「日本事情」講座で何を教える
べきなのかを熟考し，それにもとづき授業方法の工夫を重ねて考えていかなければならないと痛感
する。
Ⅲむすび
曰本人同士でも『現代用語の基礎知識」に掲載されるような新しい表現について話をすること
は，日本の中で起こっている変化についてあらたに再認識させられることが多い。このような「現
代用語」を－部ではあるにせよ，今回授業の題材として取り上げ，それを表面上の意味だけでな
く，日本理解のキーワードとして，その裏にある日本人の意識の変化，あるいは世代による価値観
の相違などまで深く堀り下げて議論することで，自分なりに理解した「曰本事情」の学習目標はか
なり達成できたと思う。
しかし，筆者にとっては初めての試糸でもあって，授業の方法や内容についてかなりのとまどい
や不安があった。その不安解消に他機関での実施の状況を探ろうとしても，あまり実践報告もなさ
れておらず，結局は暗中模索で自分なりの「曰本事情」を実施せざるを得なかったが，このような
思いは各機関の「日本事情」担当者の共通の思いなのではないだろうか。それどころか，授業担当
者の間でも，つまるところこの授業は「留学生が日本を正しく理解することを促進するための授業
である」程度の暗黙の了解程度しか存在せず，実際のところはほとんど誰にもはっきりとした輪郭
は見えていないのかもしれない。この点については，「日本事情」とはどんな分野をも含むことがで
きるがゆえに，誰がイニシャチブを取って検討すべきかがよくわからないという事情にもよると思
われる。もちろん，「日本事情」講座はすべての機関が同一のカリキュラムで授業を行うべき屯ので
はないが，いつまでも現状のような暗中模索を続けるわけにもいくまい。これからは，細川・水谷
対談（1993）で提案されているように，各地での授業の実践報告を通して「日本事情」という授業
の本質，目的を見極めて行く作業が必要なのではないだろうか。
また，それに加えて今までの「日本事情」を受講した学生たちの意見を聞いて，どのような学習
活動が実際の日本理解につながっているかを調査することからも多くの示唆を得ることができると
思われる。
今回の｢現代用語をキーワードにした日本事情｣講座も反省すべき点も多いが,ひとつの試行錯誤
の例として，今後のより良い「曰本事情｣学習カリキュラム作成のための参考になることを期待する。
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